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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 月 1 7 日 ( 2 0 2 4 . 1 . 1 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ３ ， ３ ’ ， ５ ， ５ ’ － テ ト ラ メ チ ル － ４ ， ４ ’ － ビ フ ェ ノ ー ル を 主 成 分 と す る フ ェ ノ ー ル  
混 合 物 で あ っ て 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン エ ー テ ル を ０ ． ３ 重 量 ％ よ り 多 く １ ０ ． ０ 重 量 ％ 未 満 含  
有 し 、 テ ト ラ メ チ ル ジ フ ェ ノ キ ノ ン を １ ． ３ 重 量 ％ ～ ４ ． ０ 重 量 ％ 含 有 す る 、 フ ェ ノ ー ル  
混 合 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の フ ェ ノ ー ル 混 合 物 と エ ピ ハ ロ ヒ ド リ ン と を 反 応 さ せ て 得 ら れ る エ ポ キ  
シ 樹 脂 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の エ ポ キ シ 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 硬 化 剤 を ０ ． ０ １ ～ １ ０ ０ ０ 重 量  
部 含 む エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 硬 化 剤 が フ ェ ノ ー ル 系 硬 化 剤 、 ア ミ ン 系 硬 化 剤 、 第 ３ 級 ア ミ ン 、 酸 無 水 物 系 硬 化 剤  
、 ア ミ ド 系 硬 化 剤 及 び イ ミ ダ ゾ ー ル 類 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 、 請  
求 項 ３ に 記 載 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 中 の 前 記 エ ポ キ シ 樹 脂 と は 異 な る エ ポ キ シ 樹 脂 を 更 に 含 む 、 請  
求 項 ３ に 記 載 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 硬 化 さ せ て な る 硬 化 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ３ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の エ ポ キ シ 樹 脂 組 成 物 を 硬 化 さ せ て な る 電 気 ・ 電 子  
部 品 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
［ エ ポ キ シ 当 量 ］
　 本 実 施 形 態 の エ ポ キ シ 樹 脂 は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 か ら 得 ら れ る 硬 化 物 の 耐 熱 性 を 向 上 さ せ る  
観 点 か ら 、 エ ポ キ シ 当 量 が １ ８ ６ ～ １ ８ ９ ｇ ／ 当 量 （ 以 下 、 ｇ ／ ｅ ｑ と 記 載 す る こ と も あ  
る 。 ） で あ る こ と が 好 ま し い 。 エ ポ キ シ 当 量 を 上 記 特 定 の 範 囲 と す る こ と で 、 優 れ た 硬 化  
特 性 が 得 ら れ る も の と 考 え ら れ る 。
　 エ ポ キ シ 当 量 は 、 反 応 に 用 い る エ ピ ハ ロ ヒ ド リ ン や ア ル カ リ 金 属 水 酸 化 物 の 量 に 応 じ て  
増 減 す る 。
　 な お 、 本 発 明 に お い て 「 エ ポ キ シ 当 量 」 と は 、 「 １ 当 量 の エ ポ キ シ 基 を 含 む エ ポ キ シ 樹  
脂 の 質 量 」 と 定 義 さ れ 、 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｋ ７ ２ ３ ６ に 準 じ て 測 定 す る こ と が で き る 。
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